
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

平成３０年度埼玉の子ども 70 万人体験活動 

●「ふれあいいっぱい生き生き蒲生っ子」を掲げ、異年齢集団活動を

基盤とした「ふれあいタイム」、運動会や全校遠足の実施。 

●学年活動や授業等での子どもたちの様々な体験を通して「子どもが

主体の教育」を推進し、自ら学び判断する力の育成。 

●様々な体験活動を通して、自分の課題克服に向けて努力していく

ことや、自力で解決していく力を高めることができた。 

●日本の伝統文化の素晴らしさや、それに携わる人々の思いや願い

を知り、自分にできることを考え実践に結びつけることができた。 

●生まれて初めて華道の体験をした。心を込めて集中してできた。こ

れからもっと日本の伝統文化を学んでみたい。 

●「花にも命がある」ということを学んだ。この体験を生かして、さ

らに「思いやりと感謝の気持ち」をもって、学校生活を送っていき

たい。 

 
 

華道体験 

第６学年 


